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■第70回 河川レンジャー制度運営委員会（2023.11.14）議事録 

◆出席：中谷委員、北井委員、平山委員、沼田委員、若公委員 

 

(太字：決定事項,Ｒ印：河川レンジャー,Ｍ印：レンジャーマネージャー,○印：一般傍聴者,△印：事務局) 

審議項目 発言者 発言要旨(発言順) 

１．開会 △安田 ・そうしましたら、少し定刻前にはなりますけれども、始めさせていただ

きたいと思います。 

・本日は、お忙しい中、お時間いただきまして、誠にありがとうございま

す。事務局の安田です。 

・冒頭ちょっと連絡事項だけ。事務所長の若公ですが、本日、前の用事が

ありまして少し遅れますけれども、途中から参加という形で段取りをし

ております。どうぞよろしくお願いいたします。 

・また、各レンジャーの皆様におかれましては、日頃から精力的にご活動

いただき、誠にありがとうございます。 

・今回、年度初めの委員会から５か月たったというところで、それまでの

各レンジャー様のご活動内容の中間報告をメインに進めさせていただき

たいと思います。その他、委員会の運営に関する事項ですけれども、規

約の見直しなどのところも含めて議事を進めていきたいと思っておりま

す。本日は長い時間になりますけれども、できるだけスムーズに運営さ

せていただきますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

・それでは、事務局の中西が司会進行を務めさせていただきますので、よ

ろしくお願いいたします。 

△中西 ・ありがとうございました。 

・それでは、ただいまより第70回河川レンジャー制度運営委員会を開催さ

せていただきます。 

・本委員会の司会を務めさせていただきます事務局の中西です。 

・本委員会でございますが、若公所長は後ほど来られるということでござ

いますので、委員総数５名のところ、今は４名出席いただいております。

委員会規約第８条２項によりまして委員会の成立をご報告いたします。 

・まず、お手元の資料の確認をお願いいたします。配布資料でございます

が、議事次第、その下に委員名簿をおつけしております。それから、本

資料が資料－１から５番まで、参考資料が１から４番までございます。

また、レンジャーさんからの報告の補足資料という形で、パワーポイン

トの資料など、３種類がございます。以上が本日の資料となっておりま

す。 

・ウェブ参加の委員の方におかれましては追加の資料をメールでお送りし

ておりますが、基本、画面のほうで共有させていただきますので、よろ

しくお願いいたします。 
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(太字：決定事項,Ｒ印：河川レンジャー,Ｍ印：レンジャーマネージャー,○印：一般傍聴者,△印：事務局) 

審議項目 発言者 発言要旨(発言順) 

２．委員紹介 △中西 ・続きまして、委員のご紹介をさせていただきます。議事次第の次に委員

名簿をおつけしております。事務局から皆様をご紹介させていただきま

す。 

・まず、河川レンジャー制度運営委員会の中谷委員長でございます。 

中谷 ・よろしくお願いします。 

△中西 ・それから、平山委員でございます。ウェブ参加をされていらっしゃいま

す。 

平山 ・平山です。よろしくお願いいたします。 

△中西 ・それから、副委員長の北井委員でございます。 

北井 ・北井です。お願いします。 

△中西 ・それから、行政関係者ということで沼田委員でございます。 

沼田 ・沼田です。よろしくお願いします。 

△中西 ・あと、本年７月より着任されました若公所長が委員となっております。

後ほど紹介させていただきます。 

・また、当会場には４名の河川レンジャーの皆様に来ていただいておりま

す。福西レンジャーは欠席でございます。 

・本日の議事でございますが、議事次第を見ていただきまして、３番の「報

告」、４番の「審議事項」、５番の「その他」ということで執り行いたい

と思っております。５時までということで長時間ですが、よろしくお願

いいたします。 

・そうしましたら、これ以降の議事進行を中谷委員長にお願いしたいと思

います。中谷委員長、よろしくお願いいたします。 

 

(太字：決定事項,Ｒ印：河川レンジャー,Ｍ印：レンジャーマネージャー,○印：一般傍聴者,△印：事務局) 

審議項目 発言者 発言要旨(発言順) 

３．報告 

(1)前回委員

会の振り返り 

中谷 ・では、今もお話がありましたとおり、議事次第に従って進めさせていた

だきますので、よろしくお願いします。 

・まずは報告事項ですね。３点あります。まず１番目、「前回委員会の振

り返り」ということで事務局から説明をお願いします。 

△中西 ・資料－１「第69回河川レンジャー制度運営委員会議事要旨」ということ

で、前回の振り返りでございます。この議事要旨は、委員会終了後、皆

様に議事録とともに確認いただきまして、「(案)」が取れたものとなって

おります。簡単に振り返らせていただきます。 

・まず議事としましては、委員長・副委員長の選出、主な審議として河川
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レンジャーの年間活動計画(案)の承認ということでございました。 

・結果としまして、委員長には中谷委員、副委員長には北井委員が今年度

も選出されまして、お願いすることになりました。 

・また、審議事項の河川レンジャーの計画(案)についてですが、この会で

は５名の年間活動が提案されたわけですけれども、西島河川レンジャー

につきましては、欠席であったため、承認保留ということになりました。

ということで、４名の活動計画について承認され、後日西島レンジャー

には承認に向けた調整を進めるということになりました。 

・ページの下のほうから、各レンジャーの年間活動計画に対する助言や質

問等を書いてございます。 

・最後、５ページに西島レンジャーの年間活動計画(案) に対する様々な質

問等を書いておりますが、後日、西島さんにご連絡し、調整しました結

果、７月25日に計画案の承認がなされたところでございます。 

・簡単ではございますが、以上が前回委員会の振り返りでございます。 

中谷 ・はい、ありがとうございました。 

・ただいま説明がありましたとおり、一応委員の皆様にはお目通しいただ

いておりますので、議事要旨として確認していただければと思います。

５人のレンジャーさんの計画をそれぞれ承認して、それ以降、活動を進

めていただいているというところですね。 

・今の内容について、委員の皆様から質問とかありますか。先ほども言い

ましたように一応確認をいただいていますが、もし何かありましたら、

また後でも結構ですので、ご発言いただければ結構かと思います。 

・では、次へ進めさせていただきますが、よろしいでしょうか。 

 

(太字：決定事項,Ｒ印：河川レンジャー,Ｍ印：レンジャーマネージャー,○印：一般傍聴者,△印：事務局) 

審議項目 発言者 発言要旨(発言順) 

３．報告 

(2)河川レン

ジャー活動支

援室からの報

告 

中谷 ・では、報告事項の２番目ですね。活動支援室からの報告ということでお

願いします。 

△中西 ・そうしましたら、資料－２でございますが、支援室が主に取り組んでき

ました状況についてご報告いたします。 

・まず、「令和５年度の支援室の主なスケジュール」です。前回の委員会で

は６月14日までのスケジュールをご報告しておりましたが、その後とい

うことで、「制度運営委員会等」という一番左の列に書いてございますよ

うに、６月21日に河川レンジャーと河川事務所の意見交換会を開きまし

た。 

・それから、河川レンジャーの研修を７月10日にいたしました。後ほどこ

の結果について報告いたします。また、河川レンジャーの皆様におかれ

ましては毎月活動されておりまして、支援室も個別の支援を行っておる
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わけですけども、全体に共有するために９月中頃と10月下旬にレンジャ

ーミーティングを開かせていただいております。今後また事務所の皆様

との意見交換ですとか河川レンジャーの研修等を予定してございます。 

・あと、８月にはレンジャーレポート50号を発行しております。 

・２ページ目でございます。２番の項目は「河川レンジャーの募集状況」

ということで、随時募集をかけてございますが、本委員会までの応募は

特になかったという状況です。 

・それから、「河川レンジャートライアルの募集状況と在籍者」につきまし

て、こちらも継続して募集をしております。在籍者においては昨年度の

５名が変わらず在籍していただいておりまして、今年度は２回ほどトラ

イアルの参加の行事がありました。資料には６月17日に１名と書いてお

りますが、つい先日の11月11日の秋の野洲川河川清掃にも参加いただい

たところです。 

・４番が「その他：河川レンジャーへの主な支援」ということで、随時支

援をしているということを書いております。 

・３ページが先ほどの勉強会についての報告になります。今年度１回目の

勉強会ということで、主に新しくレンジャーになられた方を対象に、「河

川の基礎知識を学ぶ」というテーマで実施いたしました。「河川のルール

と利用マナー」「琵琶湖と瀬田川の歴史、瀬田川洗堰の役割」「水辺のリ

スクマネジメント」といったプログラムで、一通り持ってもらいたい河

川に関する知識をご提供して、質問等を受けつけたというようなところ

でございます。４ページにレンジャーの皆様からの感想を書いておりま

す。 

・５ページは、その勉強会と併せまして、河川レンジャーＥボート講習会

を開催いたしました。Ｅボートを使った河川でのアクティビティも活動

に取り入れたいと思われている新人のレンジャーさんもいらっしゃいま

したので、同日午後の時間帯にＥボートの使い方について講習会を実施

しております。 

・６ページに参りまして、７番の項目が河川事務所さんと河川レンジャー

さんの意見交換会の開催ということで、簡単な報告を掲載しております。 

・この意見交換会には、４名のレンジャーさんに参加いただきました。ま

た、河川事務所からは工務課ですとか流域治水課といったふだん関わり

が少ない事務所の方も出席いただきまして、河川事務所からは行政でど

ういう取組をしているのか、河川レンジャーさんからは自分がどんなテ

ーマで取組をしているのか、お互い情報を出し合って共有いただくとい

うものになっております。 

・それから、あらかじめレンジャーさんから聞きたいテーマを幾つかいた

だいておりましたので、それに従って事務所から情報を提供いただいた
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り、意見交換をしたりということがございました。 

・意見交換のテーマとしましては、１つは、国交省で最近になって出てき

た施策として「リバサイト」という河川敷地の規制緩和をしていくとい

うような施策がございまして、河川レンジャーさんにとっても非常に興

味のある施策ということもあり、「どんな内容になっているか」「琵琶湖

河川事務所はどういうふうに取り組むのか」など、当面の活動とどうマ

ッチしていくかを探るための質問がございました。河川事務所のほうも

「今始まったばかりの施策で、社会情勢等を見ながらやっていきたいが、

今すぐにはその制度を適用する事例はなさそうだ」というようなことを

提供いただき、今後こういう制度とレンジャーさんの活動がマッチする

のではないかという希望が持てたような意見交換になっておりました。 

・それから、各レンジャーさんから「瀬田川・野洲川でそれぞれ連携でき

そうな話題はないか」「実際の活動に沿った情報提供をしていただけない

か」ということで、清掃活動であったり、瀬淵事業の状況であったり、

防災教育や出前講座の話題というようなところをいろいろお聞きできま

した。あと、野洲川では、上流に向かった活動をしていきたいという中

では、具体的には清掃活動を進めるに当たってどういう展開をしていけ

そうかというようなことをお聞きしたうえで意見交換ができました。 

・９ページは、レンジャーレポート50号を発行しましたということです。

内容的には、根木山レンジャーと水上レンジャーの６月の活動、新しい

レンジャーお二人が誕生しましたというような話題を掲載しておりま

す。なお、参考資料－１としてレンジャーレポートを添付させていただ

いております。 

・支援室からは以上でございます。 

中谷 ・はい、説明ありがとうございました。 

・レンジャーさんの勉強会をはじめ、いろいろ取り組んでいただいておる

ところですが、今のパートに関して委員の皆様から質問等ありましたら

お伺いいたしますが、いかがでしょうか。では、今見ていただいている

間に私から少しだけ。 

・レンジャーさんは文字どおり「地域とつなぐ」というところですけど、

例えば清掃活動にしても、事務所さんが行政として地域に「レンジャー

さんのこういう活動がありますよ」みたいな働きかけといいますか、ダ

イレクトに働きかけるということではなしに、行政の一環として何かそ

ういうところ――今もお話がありましたように、維持管理もそうですし、

例えば新しい施策が始まるときには地域に興味を持っていただくという

こともあるだろうし、防災面にしてもその辺がうまく結びついていくと、

レンジャーさんが認知されるところも大きくなってくるしというような

ことも感じながら聞いておりました。その辺もまたうまく工夫して、支
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援室やレンジャーさんとも連携してやっていただければというふうに思

います。 

・平山さん、沼田さん、いかがですか。今のパートで何か質問、ご意見等

ないでしょうか。 

・はい、平山さん、どうぞ。 

平山 ・２ページにあります表２のトライアルの在籍者リストですけれども、こ

のトライアルには期限はないのでしょうか。 

△中西 ・期限は２年となっておりました。それで、半年ごとに継続の意向を確認

することになっておりまして、今のところ、皆さんに継続の意思を確認

しているところでございます。ですので、２年をめどに河川レンジャー

に応募していただくとか、トライアルとしての援助ができなくなるとい

うようなご説明をしないといけなくなるのかなと。ルール上はそんなと

ころです。 

平山 ・分かりました。 

・今、在籍している中で進学予定の人はどれぐらいいるのですか。要は、

河川レンジャーに応募し得る人はどれぐらいいるのですか。 

△中西 ・今のところ、３名は進学予定ですので、応募し得る方かなと思います。 

平山 ・分かりました。 

・もちろん就職お仕事をされても河川レンジャーはできるとは思うのです

けれども、実情としてなかなか厳しいんじゃないかなと思いますのと、

トライアルが２年、レンジャーも同じ任期で２年ということであれば、

レンジャーとして活動をする意欲があるのであれば、できるだけ早い段

階でレンジャーのほうに応募いただいてもいいんじゃないかと思いまし

て。トライアルからレンジャーに移行するきっかけですとか、そのサポ

ートというのはどういうタイミングでどういうふうにされるのかなとい

うのをお伺いできればと思います。 

△中西 ・レンジャーのほうも随時募集はしています。制度運営委員会の開催２週

間前までに応募があると、その委員会にかけられるというルールを取り

決めていたかと思うのですが、それに向けてトライアルの皆様に意思の

確認ですとか。ただ、２週間前に急に聞くというのもあれですので、あ

らかじめ早めに確認をしようかと考えております。 

平山 ・レンジャーになったら、例えば活動計画を立てなければいけないとか活

動の報告をしなければいけないという、ちょっとトライアルとは違うこ

とが出てくると思うのですけども、そういうことは説明されているんで

すよね。 

△中西 ・はい、既にしております。 

平山 ・要らぬ心配かもしれないのですけど、もしかしてこのトライアルのほう

が都合のいいということで続けられていて、今５名もいらっしゃるのに、
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やっぱり駄目でしたというか、レンジャーになりませんでしたというこ

ともあり得るかなと思いまして。その辺がちょっと心配というのと、学

生だけじゃなくて、地域の方とか既に瀬田川を利用されている方なども

含めてトライアルを呼びかけていったほうがいいのじゃないかなという

ふうに思いました。 

△中西 ・はい、ありがとうございました。参考にさせていただきたいと思います。 

中谷 ・平山委員、ありがとうございました。 

・関連しているような話なのですが、トライアルさんには、レンジャーさ

んと一緒に活動したりとか、そういうこともやってもらっていると思う

んですけど、今の平山委員のお話にもありましたが、そういう面でうま

くレンジャーになってもらうとか、何かそういう――言い方が難しいな。

熟度的といいますか、その辺のトライアルさんの活動状況というのはど

んな感じでしょうか。 

△中西 ・実を申しますと、今、４回生、３回生とおられて、３回生の方は、どち

らかというと、ボランティアをしたいというような気持ちでトライアル

になられています。昨年度は河川レンジャーの取組を経験していただい

て、こういうコーディネーター的な仕事をするのだなという認識をして

いただいたところなのですが、その後はなかなか。少しハードルが高い

のか、ボランティア的なものであれば続けられるというような感想を持

たれております。 

・もうお一方、今年卒業される４回生の男性の方がいらっしゃって、河川

レンジャーにすごく興味を持たれて。ただ、就職先が大阪府のほうにな

られて、そこで河川レンジャーを目指してみようかなというような気持

ちを聞かせていただいております。 

中谷 ・はい、ありがとうございました。 

・今、お話を聞いていると、トライアルさん個人の気持ちというところも

あったようなのですが、平山さんからも話があったように、広く呼びか

けるといいますか、そういうところも大事かなと。まあ、いろいろ瀬田

川近辺でも活動してもらっているレンジャーさんもいるので、そういう

面では、そういう機会を利用してうまく広がるような仕組みといいます

か、工夫といいますか、その辺をまた考えていくということも大事だと

思っております。 

・平山さん、今、事務局からお話がありましたが、そういうことでよろし

いですかね。 

平山 ・はい、分かりました。よろしくお願いします。 

中谷 ・はい、ありがとうございます。 

・沼田さん、いかがでしょうか。 

沼田 ・第１回の研修会については新しい方を対象にされていると思うんです
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が、次の12月はどういった内容の研修を考えておられるか、教えていた

だきたいのですが。 

△中西 ・ありがとうございます。 

・12月は、ベテランの河川レンジャーの皆様に相談をしながら、どういっ

たテーマがいいかを聞いておるところです。特に、地域に入っていくと

きの方法や、河川レンジャーだけじゃなく、ＮＰＯ活動とか、もう少し

幅広に地域に貢献する事業や業務等をするときのノウハウを聞きたいと

いう少し難しい希望を伺っているのですが、現在調整中で、講師の方に

当たっているところです。 

・以上でございます。 

沼田 ・ありがとうございます。 

・今のような内容であれば、もう少し早い段階から。活動される前にそう

いう講習会というか、早めにそういった研修の前倒しというのは考えら

れないのでしょうかね。 

△中西 ・そうですね。12月ということですと、次年度を見据えたような形になっ

てしまいますので、できることならもう少し早めがよかったかもしれま

せんが、ほかのバランスも考えまして、そのような時期にしております。 

沼田 ・分かりました。ありがとうございます。 

中谷 ・はい、ありがとうございました 

 

(太字：決定事項,Ｒ印：河川レンジャー,Ｍ印：レンジャーマネージャー,○印：一般傍聴者,△印：事務局) 

審議項目 発言者 発言要旨(発言順) 

３．報告 

(3)河川レン

ジャー中間活

動報告 
 

中谷 ・では、次はレンジャーさんの中間活動報告に入らせてもらいます。進め

方について説明をいただけますか。 

△中西 ・資料は３をご覧ください。また、河川レンジャーの各発表につきまして

は補足資料も使いながら発表されると思いますので、お手元にある方は

そちらも見ていただきながらということになろうかと思います。 

・資料－３は、５名のレンジャーの中間活動報告書となっております。年

間活動計画時に立てられました目標や具体的な内容を書いてございまし

て、各レンジャーさんの表の太枠のところ、例えば１ページですと、右

下に黒い太枠で囲っているところがあるかと思います。こちらに河川レ

ンジャーの皆様に当初の計画に対してどういうことができたかを記載し

ていただいております。また、自己評価としましてＡからＦまでありま

すが、Ａは最も達成できている、Ｆはまだ達成できてないというような

ところで自己評価をいただいているものです。そして、各レンジャーさ

んの報告の最後のページには工程表をつけていただいておりまして、当

初の工程と今回の実績、それから今後変更要素があるかというようなと

ころで記載いただいております。この辺りを基本として見ていただきな
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がら、レンジャーさんの活動報告を聞いていただきたいと思っておりま

す。 

・各レンジャーさんからの報告としまして、時間も限られておりますので、

活動報告を10分、質疑応答時間を５分ということで、15分の持ち時間で

お願いしたいと思っております。報告の10分のうち、９分が来ましたら

１鈴を事務所のほうで鳴らします。また、15分が来ましたら２鈴鳴らし

ますので、それらを目安に終わっていただきたいと思います。 

・そうしましたら、福西レンジャーは欠席ですので、根木山レンジャー、

水上レンジャー、西島レンジャー、野村レンジャーの順で報告をさせて

いただきたいと思います。 

・では、中谷委員長、進行をまたよろしくお願いします。 

中谷 ・はい、説明ありがとうございました。 

・では、早速レンジャーさんから報告をいただきます。今お話しの順番で

よろしくお願いします。 

R根木山 ・皆様、こんにちは。河川レンジャーの根木山です。よろしくお願いしま

す。 

・まず、２つお断りがあります。まず、この表紙だけ変えるのを忘れてし

まって、中間報告です。日付も11月14日に訂正したいと思います。すい

ません。 

・あと、活動報告が７・８・９・10月とちょっと遅れておりまして、申し

訳ありませんでした。先週末に７・８・９月に関しては事務局に提出さ

せていただきましたので、また見ていただけましたらと思います。一応

活動のほうは何とかやっておりまして、ちょっと報告書の作成が追いつ

かなくて、大変失礼いたしました。今後気をつけたいと思います。10月

のほうも早々に作って提出させていただきたいと思っております。 

・それでは、今年度の中間活動報告をさせていただきます。 

・今年度も引き続き「野洲川の川守をつなぐ」ということで、11年目、同

じテーマで取り組ませていただいていますが、新しい取組として、今ま

で下流の中洲地区を重点的に活動してきたのですが、今年度からは上流

のほうにも活動のフィールドを広げていこうということでさせていただ

いております。 

・成果目標としては３点挙げておりまして、中洲地区での取組も一応継続

させていただいております。それが１点目の成果目標にさせていただい

ておりました。今回の中間報告は、主にそちらの報告になると思います。

上流に足を延ばすということに関しては今後下半期で取り組んでいきた

いなと思っておりますので、今日はそんなに報告はない状況になってお

ります。３点目には、もし新しい河川レンジャーの方の支援が必要なら

サポートしますよという内容で挙げていたのですけれども、昨年度末に
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河川レンジャーに応募いただいた、私のつながりのある方なのですが、

今年度に入っていろいろお子さんの状況もあって、河川レンジャーへの

チャレンジは一旦見合わせたいということでおっしゃっておられます。

ただ、今後、野洲小学校での学習に協力していただきたい、という形で

つながりは続けながら、またタイミングを見てお声がけできたらなと思

っております。そのため、成果目標の３つ目に挙げたところに関しても

上半期に関しては特に報告はないような状況になっております。 

・ですので、今日の報告は主に成果目標の１で、従来、中洲地区下流部で

やってきたことの継続の中で、もう11年目になりますので、ある意味、

収穫の時期なのかなというところで幾つか「こういったいいことがあり

ましたよ」ということをご報告できたらなと思っております。 

・まず１つ目は、かわまちづくりで河川管理者と守山市に整備いただいた

フィールドで住民活動の支援をしています。今年度も住民グループの活

動支援と中洲こども園の川遊びの支援をさせていただいております。あ

と、活動の見える化ということで、いろんな方々に野洲川で活動してい

ただいているので、それを見える化（動画を作る）ということにも取り

組ませていただいております。 

・ただ、活動の見える化のほうは、協力していただける中高生の手配とい

うか、体制はできて準備は進めていたのですけれども、夏場はいろいろ

活動が混み合ってしまったのと、高温の中で活動するとき、ちょっと体

調を崩す中高生が現れたりしたので、夏場は一旦見合わせて、また秋以

降に進めたいと思っております。 

・住民グループの活動のほうは非常に順調に今年度活動させていただいて

おりまして、特に昨年度は天候で実施できなかった川遊びオープンデイ

という夏休みの活動が今年度は２回実施することができて、住民グルー

プのメンバー以外の一般の住民の方にたくさん参加いただくことができ

ました。 

・また、中洲こども園の川遊びも今年度初めて５歳児による川遊びを２回

実施することができました。園としても、１回だけだと子供たちの発達

の面で物足りなさがあるので、できれば２回やりたいのだとおっしゃら

れていて、それが初めて実現したということで喜んでおります。 

・あと、これは予期してなかった部分でもあるのですけれども、この９月

か10月に、中洲学区の学区長から、来年度、野洲川中洲親水公園で学区

民のつどいというのをやりたいのだというご連絡をいただきました。こ

の間も河川清掃活動にいらっしゃっていて、関係者の皆さんに「来年は

やるからな」とおっしゃられていたので、多分やるのだと思います。僕

のほうからも、こんなことができたらいいのじゃないですかという提案

を10月にさせていただいております。 
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・写真はこんな感じですね。川遊びオープンデイは２回実施させていただ

いて、従来は紙のチラシを配布するという宣伝方法をとっていたのです

が、今年度から新しい取組としてＳＮＳを使った広告というのもさせて

いただいて、それで割と一般の参加者がぐっと増えたのかなというふう

に感じております。 

・あと、初めて来られる方も多かったので、遊び終わった後、満足した感

じの中で、「ここって、こういうふうに使っていいのですか」という質問

を何人かの方から受けました。やっぱり、こうやって川に入って遊ぶと

いうことが禁止されているかのような印象を持たれている方が多いのだ

と思います。こういう機会を通して「あっ、こういうふうに遊んでいい

のだ」というのと、ふだんも使っていいのかということで疑問を持たれ

て質問されて、当然河川は自由使用なので、もちろんご自身で安全管理

していただくということと、あと迷惑行為のないようにということは気

をつけていただいた上で、自由に使っていただくために整備されていま

すよということを何人かの方にお伝えさせていただきました。こういう

機会がきっかけになってふだんの自由使用が広がるといいなというふう

に感じました。 

・中洲こども園の川遊びも、先ほどお伝えしたように、先生向けの講習会

に加えて５歳児による川遊びを２回実施することができました。 

・これは園の職員の方と保護者の方に答えてもらっているアンケートです

けれども、やっぱり２回することで子供たちの姿が変わると。１回目は

恐る恐るだったけど、２回目は楽しみ方を知っているので「こんなこと

をしてやろう、あんなことをしてやろう」みたいな形で子供たちの姿に

変化があって、園の教育活動としてもすごくよかったというような先生

の意見ですとか、保護者の方からも「安全管理をちゃんとしていただい

ているのが分かったので、安心してできてよかった」みたいな意見をい

ただいて、いい感じでできているなというふうに感じております。 

・あと、住民グループの方に水上さんの河川清掃活動に参加するように声

かけさせていただいて、先週も参加してくださいました。この後、住民

グループの方には冬場に幼木伐採をしてもらおうと思っております。 

・地元の守山市との情報交換も、清掃活動の場で必ず顔を合わせるのでお

話しさせていただいていて、この間の土曜日も担当の係長に、以前ここ

での意見交換会をもとに案内表示板の消してもらったところが今むき出

しになっていて元に戻っているので、これをもう一回直してくださいと

いうのを現場でお伝えして、うまく伝えられてよかったかなと思ってい

ます。また、来年度、中洲学区の学区民のつどいをするに当たっていろ

いろ支援の要請みたいなのが地元からも出てくると思うので、その辺も

うまくつなぎ役になっていけたらいいなというふうに思っています。 
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・幼木の状況ですけれども、結構成長してきていまして、今年は切りがい

があるなと。この間、清掃活動のときに、ヘルメットをかぶってしっか

り安全管理して切りたいなということを子供たちとも確認しました。あ

と、今、稲荷大橋の上流側のしゅんせつが行われた関係で川の流れが変

わっていまして、新しい砂州が形成されています。今までは割とこの写

真にあるような大きな木とかに近づきにくかったのですけど、砂州です

っと入れるので、木があるところまで近づきやすくなったので、今年は

頑張って木が切れそうだなというようなことも起きています。 

・上部部に関しては、今後しっかり活動していきたいと思っております。 

・今年度も、３回目になりますが、上流側に位置する野洲小学校で野洲川

学習に呼ばれました。 

・場所的にはこんな感じですかね。特に、栗東市、野洲市で活動できたら

なと。階段状護岸がある栗東市の河川公園がありますので、まずはその

辺りから活動を企画して、住民の方や関係機関に働きかけしていきたい

なと思っております。 

・以上になります。ありがとうございます。 

中谷 ・報告ありがとうございました。 

・ただいま報告いただきましたが、質問、ご意見等ありましたら、どなた

からでも結構ですので、どうぞご発言ください。 

・はい、平山委員、どうぞ。 

平山 ・ご発表ありがとうございました。 

・どこの話か忘れてしまったのですけど、参加者の方から子供をちゃんと

見ていてもらって安心しましたという声があったとおっしゃっていたの

がちょっと気になって。イメージとして、子供が遊んでいて、お母さん

たちはその辺で見ているのですが、安全のことを見ているのは基本的に

スタッフとか根木山さんなのですか。 

R根木山 ・多分誤解で、中洲こども園でのアンケートの結果で、保護者の方も見守

りのボランティアとして現場に来ていただいたのですが、こども園での

活動なので、一義的にはこども園の教職員の方が子供の安全管理をされ

ていると。そういう構成の中での保護者からの声です。住民グループの

川遊びとは違うものです。 

平山 ・分かりました。 

・ほかの活動でも川遊びをするものがいろいろあると思うのですけども、

それも大人みんなで子供を見るという感じでいいのですよね。 

R根木山 ・はい。こんな感じで、子供がいないフリーの大人３人に手伝ってもらっ

ているのですけど、これだけの人数なので３人とか僕だけでは見られな

いということで、いつも遊んでいる住民メンバーの方が10組ぐらいいて、

さらに初めて来る一般住民の方がいらっしゃるので、初めに「ライフジ
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ャケットをちゃんと着てくださいね」とか、今回は遊泳エリアもロープ

で仕切ってやったので、その中で各自で見てもらうと。あと、特にいつ

も遊んでいる住民メンバーの方にも「今日は一般の方もいらっしゃるの

で、自分の子供だけじゃなくて、他の子も危なかったら、飛び越えても

いいから注意してくださいね」と事前に声かけして、安全管理をみんな

でできるように意識しています。 

平山 ・分かりました。根木山さんは、コーディネーターというか、支援をメイ

ンでするのじゃなくて、地域の方の中で見守りと遊びが成り立っている

といいなと思ったので、そうであればいいと思います。ありがとうござ

います。 

中谷 ・ほかにいかがでしょうか。 

・はい、北井委員、どうぞ。 

北井 ・活動については順調に楽しげな風景が増えてきて、野洲川を活用してい

ろんな遊び方や利活用が増えてきたなと。10年やっていらっしゃる素地

があって、すごいことだなと思いながら拝見していました。 

・活動報告書について冒頭おっしゃられたのですが、出てないなというの

はちょっと気になっていたので一応質問で伺っておこうと思います。多

分、密に連絡も取られていると思うのですけど、出てない状況でも事務

局は活動状況を把握でき、連絡をされている状況なのかどうかだけ確認

でお願いします。 

R根木山 ・支援していただかないと、なかなかままならないので。報告書は出せて

ないのですけれども、活動のたびに支援は要請しているので、その連絡

はさせていただいています。 

北井 ・動きは分かっていると。 

R根木山 ・はい。申し訳ないです。 

中谷 ・はい、沼田委員、どうぞ。 

沼田 ・先ほど今後伐採する幼木の写真を見せていただいたのですが、そこそこ

大きい木なので、切った後、薪とか、何か有効に使えそうな気がするの

ですが、切った木はどうされるのでしょうか。 

R根木山 ・もう何年も住民の方に取り組んでいただいていて、一応切った木は１年

ぐらい保管して、次の年の冬に暖を取るためのたき火などに河川敷で使

用させていただいています。 

沼田 ・有効利用されているということですね。 

R根木山 ・はい。 

沼田 ・分かりました。ありがとうございます。 

中谷 ・はい、ありがとうございました。 

・若公委員、よろしいですか。 
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若公 ・じゃあ、１ついいですか。 

・遅れてまいりました、７月から琵琶湖河川事務所長をしています若公と

申します。どうぞよろしくお願いします。 

・根木山さんの活動は１度参加させていただいて、非常に子供たちが楽し

く遊んでいるのが印象的だなと思っております。 

・説明の中であった、まさに「ここ、遊んでいいのですか」というのが非

常に僕も共感をするところというか。ちょっと川サミットでお話しした

のですが、僕も、全川泳いでみたのですが、やっぱり「泳いでいいんで

すか」という質問を瀬田川でされたことがありまして、河川管理者なが

ら不安になってしまったというのもあったので、こういう質問が徐々に

出ないというか、誰かが遊んでいると混じりたくなるみたいな、そうい

うところの――まあ、取っかかりが難しいと思うのですけど、そういう

きっかけをつくっていただいているということで非常にありがたいなと

思っています。 

・質問というか、もしかしたらもう説明されたのかもしれませんけど、上

流部での今後の取組について、まずはいろんな方とコミュニケーション

しながらということだったのですが、根木山さんのイメージで構わない

ので、「こんなことができたらいいな」と思っていらっしゃることがもし

あれば教えていただければと思います。よろしくお願いします。 

R根木山 ・ありがとうございます。 

・河川事務所との意見交換会の中で、これまでに生き物の調査を環境係の

ほうでされていて、ビワマスの遡上なんかもモニタリングできているよ

という情報なんかもいただいていて、昨年度だったと思うのですけど、

産卵床の耕しみたいなことも住民参加でしてもらえたらうれしいという

ようなことを担当の職員の方から聞いていたりするので、そういうこと

につながるような住民のつながりがもし出てくれば、直接そういうとこ

ろに行けるのかなと思います。住民の方に出会っていく中で、住民の方

の関心もあると思うので、こっちであんまりリードしてもよくないかな

とは思っているのですけれども、そんなことを思っております。 

若公 ・分かりました。ありがとうございます。 

中谷 ・根木山さん、ありがとうございました。 

・では、続きまして、水上さん、お願いします。 

Ｒ水上 ・河川レンジャーの水上です。どうぞよろしくお願いします。 

・私のほうは、資料－３の７ページからです。画面にも同じものが映ると

思いますが、この資料に基づいて説明をさせていただきます。 

・最初に、背景と実施目的は変わっていません。テーマは、一番上に書い

ていますが、「住民と行政がともに考える川づくり」ということで、住民

と行政が一緒にやりましょうというテーマでやっています。 
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・７ページ一番下の今年度の成果目標ですけど、幾つかありまして、１つ

は野洲川河川清掃。これは環境保全ということで考えております。これ

は2017年からやってきて、ちょうど６年目になります。特に今年度は、

最終的には住民主体の川づくりを目指して企画の段階からやるというこ

とで考えています。 

・評価のところになりますけども、住民主体の川づくりを目指してやって

きて、特に今年度は企画の段階からレイマック株式会社の方、つまり企

業の方にうまく協力してもらおうということで考えまして、会社のボラ

ンティア委員会の方に参加していただいて、その中でいろいろ議論して

いただきました。 

・もう一つは、今年度もですけど、地元住民の方々にぜひ入っていただく

ということで、参加していただくためのポスターを作って、30個近くあ

る掲示板に全部貼り出してもらうという協力をしていただいています。

そのために自治会の掲示板を全て確認して、どういうところにあるか、

効果があるかというのも含めて事前調査をしました。 

・２番目は「樹木再繁茂対策（野洲川の水害から地域を守る）（防災）」と

いうことで、先ほど根木山さんのところで見てもらいましたが、物すご

く大きくなって大変ですので、もう少し枝葉が枯れて作業が楽になるよ

うに冬場の３月に実施することを今検討しています。 

・あと、中洲親水公園の利用促進。これは、３日ほど前ですけども、11月

11日に私のメインの活動である野洲川河川清掃と、その第２部で防災イ

ベントをやりました。こちらは次回パワーポイントで説明させていただ

こうと思いますので、今回はこの資料で順次説明させていただきます。 

・あと、住民の声を聴くということにつきましても、ここには野洲川河川

清掃の参加者にヒアリングを行う予定と書いていますが、これを作った

時点が11月11日の前でしたので、今はアンケートを回収してまとめてい

る段階です。 

・中上流の件につきましては、現地調査をしまして、毎年参加してもらっ

ている人だけでなく、下流のほうで参加してもらう人に上流にも来てく

れないかという話を、特にレイマックさんに言ったら快諾していただい

て、それを今進めている状況です。そこを詳しく書いているのが次の９

（10？）ページです。 

・今のところ、清掃活動のほうはＢ、あとは全部Ｃ評価という形で中間的

には評価しています。 

・「活動内容の計画と途中経過」ということで詳しく言いますと、河川清掃

を６月17日にやりました。参加者は約50名で、企業の方と地域住民、そ

れから行政とつなぐということで琵琶湖河川事務所と守山市。この場合

はちょっと小規模で、野洲川河川清掃だけ実施しています。 
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・２番目。これは先週終わったところですけども、ちょっと規模を大きく

して、力を入れてやっています。参加者は100名を予定していましたが、

実際は70名ぐらいでした。ここには綾羽株式会社さんを書いていますけ

ど、今回は不参加でした。あと、なかす野洲川たんけん隊。これは根木

山さんとの関連ですね。そして、立命館守山中学校、地域住民。会長さ

んたちにも来ていただきました。それから、琵琶湖河川事務所と守山市

ということで、河川事務所の職員の方と委員の若公所長、守山市長にも

来ていただいています。 

・清掃の実施範囲は、天満大橋から稲荷大橋の間の２キロぐらいです。根

木山さんと同じく中洲親水公園のところですけど、全然テーマは違うの

ですが、そこで上下流の清掃活動をしました。 

・それと、防災かまどによる非常炊き出し体験ということで、防災かまど

の製作と火おこしの体験。火おこしはチャッカマンとかでするのではな

く、摩擦や火打ち石でおこす原始的な方法を体験していただきました。

これは大変好評で、みんなに楽しくやってもらいました。ここの目的は、

単純にかまどの炊き出しでなく、今、全国的に異常気象ですので、想定

外の災害が起こったときにどうしたらいいかと。国交省だけでは限界が

あるということで、避難場所へ行ったときにどうやったら食をとれるか

という体験をきちんと説明しながらやってもらいました。 

・あと、樹木再繁茂対策は先ほど言ったことと同じになりますので、省略

させていただきます。 

・その次に、中上流はどうしたかというと、オムロンと琵琶湖河川事務所

が樹木再繁茂対策の関係で幼木伐採をやる予定ということで、その辺の

ヒアリングをさせていただいて、行政と住民をうまくつなぐことができ

ないかという話をさせていただきました。結果的には、今始まったばか

りですので、来年河川清掃に切り替えることについては今年の幼木伐採

が終わってから調整をしてはどうかというご意見を事務所からいただい

ています。 

・そのためにどうするかということで、現地調査をして、活動計画の概要

版の検討を今行っているところです。現地調査の状況については月間の

報告で常時報告させていただいていますので、そちらを見ていただいた

ら分かると思います。 

・もう一つは、野洲川河口部ヨシ帯モニタリング調査をやりました。私が

活動を始めたのはここからなのですけども、それがずっと進んできて、

ほぼ行政と住民の方（中学生）をつなげたのでそこは一旦バトンタッチ

していたのですが、担当が替わられて、つないでくれないかという話が

ありました。野洲川河口部のヨシ帯モニタリング調査はあくまで行政が

主催で、私のほうはつなぎ、まさに行政とつなぐというところだけをし
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ました。企画は少しお手伝いしましたが、それを現地でやっていただき

ました。これが河川レンジャーの最終的な形かなと思ってやっています。 

・あとは「活動対象に対する関係づくりの途中経過」ということで、企業

のところは、先ほど言いましたように、地域住民主体の活動に向けてボ

ランティア委員会を立ち上げられているので、そこからうまく協議会に

行けばいいかなというもくろみを考えています。 

・それから、地域住民のところは、先ほど言いましたように、チラシやポ

スターの掲示をやったのですが、11月11日の河川清掃では、問合せはあ

りましたけども、結果的に地域住民の参加はなかったものですから、今

後どう広報していくかを考えていかないといけないと思っています。 

・立命館守山中学校は、新１年生の方と連携できたので、新しい子供たち

の目線で「野洲川をどう考えているか」とか「この活動をどう思ってい

るか」というアンケートもとっています。これは今まとめていますので、

次回報告させていただきます。 

・行政につきましては、ごみの処分とか、そういうところの支援をしてい

ただいています。また、琵琶湖河川事務所が主催で行う野洲川河口部ヨ

シ帯モニタリング調査についてつないだというところですね。それが「活

動対象に対する関係づくりの途中経過」です。 

・以上で私の説明を終わらせていただきます。 

中谷 ・水上さん、ありがとうございました。 

・ただいまの発表について、質問、ご意見等お伺いします。どなたからで

も結構です。どうぞご発言ください。 

・はい、北井委員、どうぞ。 

北井 ・中間の報告、ありがとうございました。 

・11日のものは最終報告のときにしっかりということですね。 

Ｒ水上 ・はい。一番メインの部分ですので、最終報告のときにパワーポイントを

使ってきっちり説明させていただきます。 

北井 ・レイマック株式会社のボランティア委員会さんというのが新たに出てき

たのかなと思っているのですが、この働きかけによって組織されたとか、

そういう動きが上半期にあったのでしょうか。 

Ｒ水上 ・ではないのです。実は、レイマックさんは、野洲川河川清掃のときに挨

拶していただいたのですが、20年前ぐらいからやっておられると。ただ、

最近は地域のＣＳＲ活動というのがあるから、何年前からかは知らない

のですが、そういう委員会で検討されていると。それで、課長クラスの

方が私の対応をされていて、そういう企画はどうですかと話したときに

そのボランティア委員会の中で企画も含めて一回検討しますということ

で、今年初めてそういう声かけをしていただいたのです。 

北井 ・今まで部署としてはあったけども、具体的にこの野洲川清掃の活動では
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名前が挙がったり、主体になったりしてなかったのがちょっと主体的に

関わってくださるようになってきたという理解でいいですか。 

Ｒ水上 ・というような雰囲気でしたね。まだちょっとあれですけどね。 

北井 ・まだもうちょっと手探り。 

Ｒ水上 ・はい。詳しくはまた次回説明させていただきますが、２部はどうします

かということをボランティア委員会で企画も検討していただいて、その

意見を反映させていきます。 

北井 ・ありがとうございます。 

中谷 ・ほかの委員さん、いかがでしょうか。 

・はい、沼田委員、どうぞ。 

沼田 ・ちょっと先ほどの関係と重なるところがありますけど、企業の参加が結

構ありますので――県も、草刈りとか、できるだけ企業の協力を得られ

るように進めているのですが、なかなかうまくいかないところがありま

して、オムロンさんや、今回綾羽さんは参加できなかったみたいですけ

ども、こういった多くの企業さんに参加していただけるために何か工夫

や努力されていること等、参考になることがあれば教えていただきたい

と思います。よろしくお願いします。 

Ｒ水上 ・まずレイマックさんとは、根木山レンジャーが最初に地域に行かれて、

こういう企業があるということを紹介していただきました。その後、メ

ールではなく、訪問して、顔と顔を突き合わせて詳しく説明させていた

だいて、そのときに社長から地域貢献ということを聞いて、これはいけ

るということでやりました。 

・もう一つ、綾羽さんは地域との研修をしたいということでしたので、研

修の中に私どものところをフィールドとして組み込まれたらどうですか

と。それもメールでなく、直接訪ねて担当の方とやりました。ただ、３

年で終わりました。さすがに同じ研修はできないということで、今年な

くなったというのはそういうところですね。 

・だから、企業のところに行くのは偶然というところもありますし、もう

一つ参考に言いますと、滋賀銀行にも電話したのですが、既にやってい

るからということで断られたのも事実です。なので、企業はなかなか難

しいのですけども、ちゃんと訪問して詳しく説明して。ただ、向こうの

ウィンがないと、なかなかやってくれないということで、そういうのを

考えて、工夫してやりました。 

沼田 ・ありがとうございました。参考になりました。 

中谷 ・ほかにいかがでしょうか。・・・では、中谷からちょっと。 

・今、企業さんの話が出ていましたけど、企業さんと地域住民さんとの接

点をうまく大きくしていくみたいな、「住民さんがいるから企業も逃げて

いてはいかんな」というふうになっていかないかなとか思ったりしてい
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るのですけど。 

Ｒ水上 ・それは物すごく難しいのですけどね。確かに、レイマックさんだと、社

長さんが地域貢献をされていて、野洲川河川清掃だけでなく、小学生の

会社見学とか、いろんな活動をされていますので、そういうのに組み込

んでいくというのもあるかもしれません。ただ、今回の防災かまどづく

りでは、材料や食料を用意されて、一緒になってやるということで地域

の方と溶け込んだ形になったと。なおかつ、防災というところでは地域

と一緒にやらないかんから、私は「みんなでやってください」と。そう

いう取組になったかなと思っています。 

中谷 ・はい、ありがとうございます。 

・ほかにないようでしたら次に進めさせていただきますが、よろしいです

か。 

・水上さん、ありがとうございました。 

・では、西島さん、よろしくお願いします。 

Ｒ西島 ・改めまして、西島でございます。今日はよろしくお願いします。 

・最初に、私、仕事の都合上、今年６月の委員会に出席することができず、

いろんな方にご迷惑をおかけしたことをおわび申し上げます。すいませ

んでした。 

・では、これから報告させていただきたいと思います。 

・私は、「『また来たくなる瀬田川』を目指して」という大きなテーマの中、

３つのビジョンを持って今年度活動をさせていただいています。まず１

つ目が「安全で綺麗な瀬田川」、そして「瀬田川の有効活用を目指す為の

情報収集」、３つ目が「『瀬田川に行ってみよう』と思える様なイベント

の開催を模索」です。 

・これまでの達成度というところで、まず１つ目の安全できれいな瀬田川

を目指すところに関しては、初めての清掃活動だったのですけども、10

月14日に唐橋エリアを中心とした清掃活動を実施いたしまして、トラブ

ルやけがなく無事に終えられたということでＢ評価とさせていただいて

おります。当日はTwitterを活用しまして16名の方にご参加いただき、河

川清掃を実施することができました。 

・ちょっと順番が前後するのですが、お手元の、一番上にアンケートがつ

いている資料の２枚目から、当日の写真や事前に作成したチラシ等を掲

載させていただいております。 

・続きまして、２つ目の「瀬田川の有効活用を目指す為の情報収集」は、

実際に私が瀬田川に足を運んで、利用者の方とコミュニケーションを取

って情報をどんどん吸収していくということを目的として活動しており

ました。これも資料が前後するのですが、表紙にあります「瀬田川アン

ケート」というものを作成いたしまして、利用者の方にお声かけをさせ
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ていただいてアンケートを取っていくというような形で訪問をしており

ました。 

・こちらに関しては、Ｄ評価とさせていただいております。理由なのです

けれども、瀬田川を歩きまして、実際アンケートに記入していただける

方が少ないというのが正直ございました。お話はいろいろさせていただ

けるのですけども、なかなか記入まではハードルが高く、難しいところ

がありまして、どうしても私がヒアリングをしながら自分で記入してい

くというような結果となることが多かったので、Ｄ評価としております。 

・また、特に夏場なのですけども、利用者の方とコミュニケーションを取

れる機会がかなり減ってしまうというところもありますので、今後は、

より多くの方とコミュニケーションが取れるように、時間等を考えた活

動をしていきたいと思っております。 

・３つ目の「瀬田川に行ってみよう」と思えるようなイベントの開催に関

してはＥ評価というちょっと悪い状況なのですけども、コネクションづ

くりの一環といたしまして水辺の匠への参加ですとか、あとマザーレイ

クアトラクションというイベント。こちらは９月23日にブランチ大津京

で行われたイベントなのですけども、こちらへの出展を行うことができ

ました。当日は、釣り人と地域をつなぐ目標を持った企業さんや団体と

つながることはできたのですけども、実際イベントを開催したいと考え

ていただけるようなところとの接点はなかなか持てなかったので、Ｅ評

価としております。 

・そして、「当初想定していなかった成果があれば記載」というところでは、

マザーレイクアトラクションへの出展ができたと。当初は計画してなか

ったのですけれども、調整をとりながら大きなイベントに出展すること

ができました。実際、河川レンジャー西島という形でブース出展を行い

ました。資料の背表紙になるのですけども、当日は168名の方に西島のブ

ースにお越しいただきまして、10月に行われた清掃活動の募集を行うこ

とができました。 

・「これまでの活動の中で、自ら評価できる点などを記載」というところに

関しましては、10月の清掃活動に関して、場所の選定や下見をしっかり

行うことができました。また、ごみの処理に関しても緑地公園課の方や

北部クリーンセンターの方とうまく連携を取り合って、スムーズに清掃

活動を行うことができたと考えております。 

・続きまして、途中経過です。先ほどからお話に出ているのですけども、

10月14日、唐橋エリアにて清掃活動を実施しました。16名の参加で、30

リッターのごみ袋約17袋分の結果となりました。そのとき、終わってか

らご意見を書いていただきまして、こちらも別添の資料になるのですけ

ども、「皆さんと一緒に活動できて楽しかった！」とか「綺麗な状態が継
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続する事を願います」とか、市民の皆さんのいろんなご意見を聴取する

ことができました。 

・続いて情報収集に関しては、今「通算６回」という表記があるのですが、

作成してからもまた瀬田川を歩いておりますので、７回になります。実

際に瀬田川を歩きながら一般の方とアンケートを記入いただくようにど

んどんお話をさせてもらっていたのですが、なかなか苦戦するところが

続いております。 

・そして、「『瀬田川に行ってみよう』と思えるようなイベント開催の模索」

に関しては、マザーレイクアトラクションでもコネクションづくりは行

えたのですけども、イベントをやってみようというような団体さんがま

だ見つかっていない状態でして、継続していろんなところに顔を出して

接点を持つことが大事かなと考えております。 

・「活動対象に対する関係づくりの途中経過」なんですけれども、清掃活動

に関しましては、大津市の公園緑地課さんや北部クリーンセンターさん

とうまく関係ができたかなと考えております。また、清掃活動のチラシ

を作成してTwitterに載せることで約9,000回の表示をいただくことがで

きまして、そこに関しては、より多くの方に、いろんな方に見ていただ

けたのかなと考えております。 

・続きまして、情報収集です。こちらは、不特定多数の方になるのですけ

れども、現地を歩くことによっていろんな方とコミュニケーションを図

ることができたかなと考えております。ごみ拾いしながらなんですけど

も、お声がけをいただくことも多かったので、やっぱり現地を歩くこと

が大事かなというふうには考えております。 

・最後に「『瀬田川に行ってみよう』と思えるようなイベント開催の模索」

なんですけども、こちらは、大津商工会議所青年部の森さんという先ほ

どのマザーレイクアトラクションの運営の方ですとか、釣具メーカー３

社、そしてＮＰＯの水辺基盤協会さん、あとは市議会議員の方ともコネ

クションができたかなというふうに考えておりますので、非常によい結

果になっているかとは思います。 

・以上で報告を終わります。 

中谷 ・はい、ありがとうございました。 

・ただいま報告いただきましたが、質問あるいはご意見等ありましたら、

お伺いいたします。どなたからでも結構です。どうぞご発言ください。 

・はい、平山委員、どうぞ。 

平山 ・ご報告ありがとうございます。 

・２点質問させていただきたいのですが、１点目は、２番目の瀬田川の声

を聴くという活動でアンケートがなかなか集まらないということなので

すが、アンケートにこだわる理由は何ですか。 
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Ｒ西島 ・実際に記入いただくことで、本心というか、思いが出てくるのかなとい

うところがあるのですけども、アンケートのほうも性別や年齢といった

簡単な設問から始まって、「その他ご意見、瀬田川への思い」というとこ

ろを空欄にしています。ここにしっかり記入いただけることがベストか

なと思っておりまして、それでアンケートで直接書いていただきたいと

いう思いがあって活動しております。 

平山 ・別紙のアンケートも見せていただいているのですが、その趣旨であれば、

ヒアリングのほうがいいのではと個人的には思います。というのは、レ

ンジャーとしてコミュニケーションの中で情報を得ていくという関係づ

くりも大事だと思いますし、私は研究でよくアンケートをするのですが、

統計解析に持ち込まないのであれば、やっぱり深い情報を得ようと思っ

たら、ヒアリングのほうが適切なんじゃないかなというふうに思います。 

・別の点でもう一個、その下の「瀬田川に行ってみよう」のイベントの開

催についてなんですが、こちらは釣り人の方も関係者で多かったという

ことだったのですが、福西レンジャーとの情報共有はどれくらいされて

いるのかということと活動の重なりがあるのかというところを教えてい

ただけますか。 

Ｒ西島 ・福西レンジャーとは適宜情報共有はさせていただいているのですけど

も、活動の重なりというのは、今のところは全くないかとは思っており

ます。 

平山 ・そうですか。福西レンジャーもご事情はあるかと思うのですが、せっか

くこれまで瀬田川で活動されてヒアリングなども実施されているので、

同じ河川レンジャーということでそこで声を聴くのであれば、今まで取

った声の引き継ぎですとか共有をした上で活動されたほうが内容は豊か

になるかなと思いました。 

Ｒ西島 ・ありがとうございます。承知いたしました。 

中谷 ・ほかにいかがでしょうか。 

・はい、若公委員、どうぞ。 

若公 ・私、西島さんの活動に参加できなくて、初めましてとなります。どうぞ

よろしくお願いします。 

・私も毎日瀬田川沿いを自転車で通勤しているのですが、瀬田川はすごく

釣り人がたくさんいますし、もちろん河川もボートで利用されています

し、非常に利用者が多い河川ではあると思うのですが、ここからさらに

何を目指すのかというところが、河川事務所自身というか、私自身もま

だイメージが湧いてないところがあるので、その辺りはいろんな声を聴

いていただくのは物すごくありがたいと思っています。 

・ただ、マルシェやイベントをやることがゴールみたいになると、「それは

何のためのイベントだったかな」みたいなところが私も分からないとい
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うか、あれなので、西島さんが「こんなことかな」とイメージされてい

ることがもしあれば。無理にじゃなくて結構なのですが、ちょっと資料

の中からは読み取れなかったので、もし何かあれば、ぜひお聞かせいた

だければなと思います。 

Ｒ西島 ・瀬田川を歩くと、例えば琵琶湖の湖岸に比べると、ごみは非常に少ない

とは思うのですけども、逆に、そのきれいな状態を維持することが一番

大切かなと思っております。そういう意味で、ご意見を伺いながら、現

状のきれいな瀬田川を維持するというところが一番の目的かなと私の中

では思っております。 

若公 ・分かりました。ありがとうございます。 

・そのためにどういうことをよりやったらいいかということについて引き

続き事務所ともいろいろと意見交換しながら活動していただきたいなと

思っていますので、よろしくお願いします。 

・ちなみに、26ページの工程計画の最後のほうに「実施予定」と書いてあ

るのはイベントですか。 

Ｒ西島 ・こちらは、３月度も唐橋エリアで清掃活動をもう一回実施する予定でご

ざいますので、そちらの記載になります。 

若公 ・分かりました。ぜひとも参加させていただきたいと思います。よろしく

お願いします。 

Ｒ西島 ・よろしくお願いします。ありがとうございます。 

中谷 ・はい、ありがとうございました。 

・ほかにいかがでしょうか。・・・では、発表ありがとうございました。引

き続きよろしくお願いいたします。 

・では、お待たせしました。野村レンジャー、お願いします。 

Ｒ野村 ・野村です。いつもありがとうございます。今までの活動についてご報告

させていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

・私は、行政と流域住民がともに川の姿を自分事として捉え、川を守り育

てる意識と行動を引き出すことを目的に活動しております。 

・今年度は、子供たちの意識を育てることを目的とした「親子クラブ『瀬

田川たんけんたい』を立ち上げました。子供たちが瀬田川に関わる様々

な価値ある体験を通して川のよさに気づき、愛着を持ち、川について語

れるようになることを目指しています。そして、子供たちの発信を受け

て、その思いが家庭や地域、学校に広がることを期待しています。 

・活動では、支援室や地域の方、そして資料などの情報をもとに、地域の

自然環境や土木遺産、地元の先生など、適した資源を生かせるように努

めてまいります。同時に、様々な方との関係づくりを進めています。 

・また、取組の効果を高めるために学校での学習との関連を整理していき

たいと思っております。 
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・瀬田川には本当にたくさんの資源があります。様々なモノやコトと出会

い、その魅力や価値を伝える方法を試行錯誤しています。 

・まず、主な活動である瀬田川たんけんたいのこれまでの経過を説明させ

ていただきます。 

・その資源の価値が伝わるように、関係される方に協力依頼を行い、チラ

シを配布いたしました。ウォーターステーション琵琶のホームページで

も掲載いただきました。協力いただいた事業所等は、このスライドのと

おりです。 

・こちらは募集のチラシです。 

・次に、たんけんたいの活動内容です。７月末から２か月に１回、最終土

曜日に活動しております。これは第１回の活動の様子です。川の安全講

座、Ｅボートの体験、アクア琵琶の見学を行いました。河川事務所には、

活動の開始時に、水辺の安全管理、洗堰の役割についての講義をいただ

きました。参加者の安全意識を高め、瀬田川の管理に関する理解を深め

てもらうよい機会になったと思います。 

・第２回の活動の様子です。参加者は、初めて見る鹿跳渓谷の景観に大変

驚いておられました。講師の指導でポットホールのでき方を考えたり、

石の種類を見分けたりしました。河原の石から実際に火花が飛ぶ様子を

観察し、暮らしと石との深い関わりについても学ぶことができました。

活動では、参加者みんなで掛け声をかけたり、見つけたものをお互いに

見せ合ったりする活動を意図的に設定しています。今２回終わったので

すけれども、子供たちが自発的にほかの参加者に話しかける様子も増え

てきました。振り返りの時間には、それぞれに気がついたことを発言す

るようにしています。低学年の子供たちも、たどたどしいながら、自分

の言葉でしっかり話せています。それぞれの発言に対してみんなで拍手

をして、認め合える関係づくりに努めています。 

・小学校での学習内容を規定している学習指導要領での扱いを整理するこ

とについてお話ししたいと思います。 

・たんけんたいの活動で対象となる川について小学校でどのような教育が

行われているのかを理解しておくことが有効であると感じています。こ

のような意義と想定する対象者です。 

・こちらは関連する法令です。 

・学習指導要領の記述から抽出した内容がこちらになります。大きく関わ

っているのは、３年生から学習する社会科と理科です。また資料のほう

でご覧ください。 

・１・２年生で学習する生活科、５・６年生の家庭科にも関連する内容が

あります。図画工作科と道徳科については、全学年で関わりがあります。 

・計画以外には、琵琶湖や瀬田川に生息する水草展をウォーターステーシ
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ョンで行わせていただきました。瀬田川で水草の繁茂が話題になってい

ることを知り、住民の皆さんに関心を持っていただきたいと思いました。

来られた方に水草の生態やおもしろさ、利用の仕方、それから瀬田川で

も起こっている問題についてお話をしました。河川レンジャーの役割に

ついても説明することができました。 

・関係づくりの途中経過についてお話しさせていただきます。 

・まず参加者についてですけども、参加動機を伺うと、子供と一緒に体験

できるということが多数ありました。また、転勤でこちらに来た、ある

いはこちらに住んでいても地域のことを知らなかったから参加したいと

思ったとお話しになられていました。 

・保護者の方は、自分自身の川との関わりについて語られたり、子供の新

たな一面を初めて知ったと話されたりしています。子供からは、学校で

は、こんなマニアックなというか、自分の好きなことについて話しにく

い、だからこの活動が好きなのだという声が聞かれています。たんけん

たいの活動がこの子の世界を広げるきっかけとなり、居場所にもなれた

らいいなというふうに思っております。 

・この活動に関わってくださる方はスライドのとおりです。本当にたくさ

んの方とつながりをつくることができていて、とてもうれしいなと思っ

ています。最後のウォーターステーション琵琶の会（コハクチョウを愛

する会）ですけど、ここには「住民の方もぜひ参加したいけど、参加し

てもいいだろうか」という声も聞いています。 

・今の課題としていることについてお話しします。 

・講師を見つけることが大変難しいです。アンテナを高くして、いろんな

方法で私が希望する方と出会いたいと思っています。また、自分もそう

なれるように努力をしています。 

・課題②としては、現在は支援室に大変お世話になっていますが、徐々に

私の協力者をつくって自立していかなければいけないなと思っていま

す。支援室からレンジャートライアルに登録している大学生をご案内い

ただいていますが、今のところ、参加は得られていません。今後は、大

学のボランティアセンターなどで情報収集とコミュニケーションを図る

などして、大学生などが参加したくなる持続可能な仕組みや広報の仕方

なども考えていかなければならないなと思っています。また、活動によ

っては相手方との調整に時間がかかることや、定員などに課題があるこ

ともあるため、受入れには検討が必要かなと思っています。 

・これは委員の皆様にお願いしたいことです。春に大津市の学校にチラシ

の配布をお願いしたのですけれども、大津市等の後援を得ていないため、

ことごとく断られてしまいました。来年もこの活動を継続したいと考え

ており、５月には市などに申請書を出す必要があります。早めにご承認
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いただけると大変ありがたいです。 

・また、２つ目なのですけど、参加者と何か物を食べるという活動につい

ては保険の範囲外とお聞きしています。11月25日に予定している３回目

の活動ではシジミ掻き体験をします。今回はしませんが、セタシジミを

実際に味わうことができれば、その価値は味覚を通して体の記憶に刻ま

れると思います。地域の魅力を感じるものとして食の体験は大変大きな

意味を持つとされており、ぜひ検討していただきたいなと思っています。 

・工程については、おおむね計画どおりに実施できています。地域資源の

調査については、瀬田川の両岸をたどって利用状態をカウントし、気に

なったモノ・コトについて、その都度、支援室や地域の方にお話を聞い

ております。 

・以上で私の発表を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

中谷 ・報告ありがとうございました。 

・ただいまお話しいただきました件について、質問、その他ご意見等あり

ましたら、お伺いいたします。どなたからでも結構です。どうぞご発言

ください。 

・はい、北井委員、どうぞ。 

北井 ・瀬田川たんけんたいの活動について、タイミング的に４月の早々に委員

会を設定しにくいところがあって、おっしゃるとおり、後援等、年度当

初から動きたいということとずれてくるというのは課題だなと認識しま

す。ちょっと事務局に日程調整を急いでやってもらう必要があるのかな

と思いますね。多分、年度末に向けて、市の後援申請する課の担当者と

調整され、どういう出し方だとか、その辺の事前情報が大事かなと思い

ました。 

・瀬田川たんけんたいの運営についてちょっと伺いたかったのですけど、

ＰＤＦやパワポの資料にスタッフ募集も書いていらっしゃったのです

が、運営体制としては、今のところ野村レンジャー１人なのか、企画に

参画される方がいらっしゃるのかどうかというところをお願いします。 

Ｒ野村 ・ありがとうございます。 

・支援室には本当に細やかにご示唆いただいています。活動当日もサポー

トしてくださいますし、先ほど言いましたように、河川事務所さんにも

本当に手厚いサポートをいただいておりますし、漁協さんとか、いろん

な地域団体の皆様にもお世話になっております。ですけれども、やっぱ

り私と志を同じくする仲間をできるだけつくっていきたいので、これか

らも探していきたいと思います。 

北井 ・そうですね。サポートの立場で関わる人はいっぱいいらっしゃると思う

のですが、例えば根木山レンジャーが野洲川でされている活動だと、レ

ンジャーは一応任期がある活動ですし、コーディネーションという立場
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でもありますから、いなくなっても続く活動というのを結構皆さん意識

されています。多分そこの部分に仲間づくりみたいなのが大事なのかな

と思っていますので、運営と企画とを一緒にできる体制が整ってくると

いいかなというふうに思いました。充実した内容でしてくださっている

ので、２月まで機会があったらまた情報をいただきたいと思っています。 

Ｒ野村 ・ありがとうございます。 

中谷 ・はい、ありがとうございました。 

・ほかにいかがでしょうか。 

・はい、若公委員、どうぞ。 

若公 ・活動、お疲れさまです。私も初回だけ参加させていただいて、物すごく

優しい語り口で子供に話しかけておられて、プロの人じゃないかなとい

うふうにちょっと思いました。本当にありがとうございます。 

・今年初めてなのでそんなにすぐに持続可能性みたいな話というのはなか

なか難しいと思うので、お嫌でなければ何年かやっていただきながらと

いうことだというふうに私は理解していますが、そういう意味で、大学

のボランティアの方がいいのか。大学生はどうしても、ころころ変わっ

ていくというのは言い方が悪いですが、学んで羽ばたかれていくので、

地域の方がいいのかとか、そういうことを活動しながらぜひ一緒に考え

ていければと思っております。学生さんも誰でもいいというわけでもな

いと思うので、事務所も大学とのつながりがあるようでそんなにないの

ですが、もし何かご協力できることがあれば。例えば大学に講義に行く

ときにこういう活動の紹介をさせていただくとかということも含めて、

いろいろとご相談できればなというふうに思います。これはコメントで

す。 

・あと、市との関係は、今はもう既に市役所と関係を持たれていますか。 

Ｒ野村 ・何回か電話をかけさせていただきまして教えてくださり、「ホームページ

のここを見たら分かるよ」とか言ってくださいました。大石コミュニテ

ィセンターさんは「失敗して学ぶんだ」というふうにかなり丁寧にお話

を。「こうやって出せ」とか「ここが違うんだ」とか、いろいろ言ってく

ださいます。 

若公 ・なるほど。とってもいい活動で、私が親だったらぜひ参加させたいなと

多分思うので、逆に学校で配ったらちょっと集まり過ぎちゃって困っち

ゃうんじゃないかなというふうにも思いますけれども、その支援のアプ

ローチも、「こういうことをやりました」と今年一連でやられたことを紙

にして説明すると、絶対お断りされるような活動ではないと思います。

そこは事務所も横で一緒にご協力させていただくと話が違ったりするか

もしれませんので、支援のアプローチの仕方は担当のほうとぜひご相談

していただければと思います。 
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Ｒ野村 ・お世話になります。ありがとうございます。 

中谷 ・はい、ありがとうございました。 

・ほかにいかがでしょうか。・・・ないようでしたら、今、野村さんから発

表いただきましたが、ありがとうございます。また引き続きよろしくお

願いします。 

・では、今日欠席の福西レンジャーの報告を事務局からお願いします。 

△中西 ・それでは、資料－３の14ページに戻っていただきまして、福西レンジャ

ーからいただいております中間報告を簡単に事務局から説明させていた

だきます。 

・まず、おわびがございます。テーマのところを事務局が書かせていただ

いたんですけども、水上レンジャーのテーマとなっておりました。福西

レンジャーは「瀬田川を愛する人々が、安全・安楽に共存できる川づく

り」というテーマで取り組まれております。失礼いたしました。 

・「実施目的」にビジョンが３つ書いてございますが、福西レンジャーは「瀬

田川を利用する人々の想いを行政につなぎ、課題の解決方法を探る。」「瀬

田川が地域住民と観光客の安全・安楽に過ごせる場所になるようゴミや

マナーの面からの課題を把握し、住民や利用者と景観保全を図る仕組み

を検討する。」「オオバナミズキンバイの生態を知り、実状を把握する。」、

こういったビジョンで活動されております。 

・14ページの下のほうから「今年度の成果目標とこれまでの達成度」とい

うことで記載していただいております。 

・１つ目の「瀬田川利用者の実態とニーズの把握」というところでは、瀬

田川を利用している地域住民の方に声かけを行って交流を図りました、

名刺を50枚配布しましたということです。釣り人に対してはライフジャ

ケットの着用の必要性について説明をしましたが、その場では返答いた

だけたが、着用については不明であるということで、後に書いてありま

すが、84名の方につけているかどうかを確認され、着用率は０％だった

という結果になっています。それから、話がしやすいような工夫として、

瀬田川での活動中に配布する、自身の名前が記載された啓発ステッカー

を作ろうということで、現在、依頼中ということです。 

・次のページには「景観保全やマナー面から見た課題の把握」ということ

で、実際、７月に釣り人と瀬田川河川レンジャーとともに瀬田川で清掃

活動を実施されております。こちらは参加者５名で、地元の方が来られ

なかったということもありまして、Ｃ評価だということを書かれており

ます。また、質問調査を行い、適宜メモにして記録したというようなこ

とを書いておられます。 

・３つ目の「オオバナミズキンバイの課題の把握」という点ではＢ評価と

いうことで、瀬田川全域のオオバナミズキンバイの繁殖状況を把握され
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て、マップを作り始めているということを聞いております。10月４日に

は滋賀県琵琶湖環境部の中井様にヒアリングに行かれて、そのマップを

お見せしたところ、重点的に観察できているというような評価をいただ

けたと聞いております。また、瀬田川利用者にもオオバナミズキンバイ

を見ていただき、質問するということで、何名かの方には質問されてい

るところでございます。 

・４番目の「瀬田川の利用者の把握と、行政等との共有」では、こういっ

た委員会の場で共有していくということと、地元の方の声を聴いたり、

参加者にアンケートをしておられまして、その中でＢ評価ということで

書いておられます。 

・また、当初想定していなかった成果としては、ふだんから環境問題に取

り組まれている団体や企業様からロゴの提供をいただけたということが

ございました。 

・それから、自ら評価できる点としましては、中間報告までに瀬田川全域

のオオバナミズキンバイの繁殖状況を確認できたり、自身の活動を理解

して応援してくれる団体様や企業様とつながることができたというよう

なことを書いてございます。 

・16ページから18ページにつきましてはその細かな内容になっております

ので、ここでは割愛させていただきます。 

・19ページ、20ページには工程計画と今後の予定を書かれておりますが、

説明は省かせていただきます。 

・以上でございます。よろしくお願いします。 

中谷 ・福西レンジャーの活動について、ただいま報告をいただきました。本人

さんは欠席ですし、今ほど事務局から報告いただいたとおりですので、

これはもうここまでとさせていただきます。よろしくお願いします。 

・では、一応、本日の議題にありますとおり、報告事項としてはレンジャ

ーの中間活動報告までを終わらせていただきました。今の中で「特別こ

れは言っておかなきゃ」みたいなことがありましたらお伺いいたします

が、よろしいでしょうか。 

・では、次に進ませていただきます。 

 

(太字：決定事項,Ｒ印：河川レンジャー,Ｍ印：レンジャーマネージャー,○印：一般傍聴者,△印：事務局) 

審議項目 発言者 発言要旨(発言順) 

４．審議事項 

(1)河川レン

ジャーの辞任

について 

中谷 ・次は議題の４番目、審議事項です。これは、残念なことではありますが、

河川レンジャーの辞任についてということで、事務局から説明をお願い

します。 

△中西 ・そうしましたら、事務局から資料－４をもとに説明をさせていただきま

す。「河川レンジャーの辞任について」ということでございます。 
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・11月２日に河川レンジャー１名の方から辞任の申出がございました。本

日付で辞任届が提出されましたので、ここにご報告いたします。 

・２枚目に様式３の辞任届をおつけしております。河川レンジャーの方は

福西レンジャーでございます。活動の継続が困難となった理由としては

「家庭の事情と仕事の両立が困難となったため」というふうに書いてい

ただいてございます。 

・この辞任につきましては、河川レンジャー制度運営委員会の規約の第４

条第１項の１に河川レンジャーの任命及び解任を委員会で議決すると

なっておりますので、この場にてご審議のほど、お願いいたします。 

中谷 ・説明ありがとうございました。 

・ただいま報告にありましたとおり、辞任の申出がありました。規約にも

ありますとおり、運営委員会の役割として任命並びに解任というのがあ

ります。ということで、辞任届が出た以上、大変残念なことではあるん

ですが、これはもういかんともしがたいかなというふうにも思います。

規約にあるとおり、届けが出たということで、解任するということに決

めざるを得ないところなので、そのようにさせていただきます。 

・委員の皆様、そういうことになりますが、よろしいですか。 

・では、そのように解任するということにいたします。 

△中西 ・はい、承知いたしました。 

中谷 ・はい、平山さん、どうぞ。 

平山 ・辞任についてはそのように承認するということでいいと思うんですけれ

ども、この理由の中でちょっと気になるのは、福西さん個別の事情なの

か、ほかのレンジャーにも当てはまるような事例になり得るのかという

ところです。ここでお話しするべきか分からないんですけども、ちょっ

とその辺が気になっています。 

・というのは、レンジャーの体制とか制度とか、事務局との関わりの中で

何か不都合が生じたのであれば、また同じような理由で退任される方が

いるかもしれない。そうであれば、何かこちら側で変えたほうがいいこ

とがあるかもしれないというところが少し気になるんです。 

・今日は多分時間もないのでこれをお伝えするということだけにとどめ

て、機会があれば、必要であれば、そういうことを話す機会を設けてい

ただければと思います。 

中谷 ・はい、ありがとうございました。 

・大変大事なところを指摘いただいたと思います。例えば、別の機会、ク

ローズで議論するとか、そういうところを利用してということも考えら

れると思いますので、今後また事務局と相談して取扱いをさせてもらい

たいと思います。よろしくお願いします。 

△中西 ・はい、承知いたしました。ありがとうございました。 
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(太字：決定事項,Ｒ印：河川レンジャー,Ｍ印：レンジャーマネージャー,○印：一般傍聴者,△印：事務局) 

審議項目 発言者 発言要旨(発言順) 

４．審議事項 

(2)規約・活動

要領の見直し

について 

中谷 ・では、続きまして審議事項の２番目、「規約・活動要領の見直しについ

て」ということで説明をお願いします。 

中西 ・それでは、資料－５をご覧ください。Ａ３交じりの資料でございます。

「河川レンジャー制度運営委員会規約および河川レンジャー活動要領の

改正(案)について」という資料となっております。 

・まず、１枚めくっていただきまして、「規約および活動要領の改正につ

いて」ということで少し背景を書いてございます。 

・令和３年に淀川水系河川整備計画の見直しが行われました。この河川レ

ンジャーの制度はその整備計画にのっとった事業になっておりますが、

これまで約20年、この制度が運営されている中で、河川レンジャー制度

の書き方につきましても実績を踏まえた文言に訂正が行われています。

例えば、図－１の赤線を引いているところです。左側が元の整備計画、

右側が変更の河川整備計画ですが、「河川レンジャーの充実」という中

で、当初は「活動を試行する。」というものであったのが「活動等を実

施する。」というふうに、正式にこの制度を位置づけていこうというこ

とで、これまでの試行の実績が実った形になっております。また、河川

レンジャーの理念にもなっております「住民と河川管理者との橋渡し役

となることも期待される。」という文章が「橋渡し役となっている。」

というふうにもなっております。 

・こういったことで河川レンジャー制度が定着している中で、少し規約の

ほうも見直していきたいというところでございます。 

・２ページには「今回こういうところを変えてはどうか」というところだ

けをかいつまんで書いております。左側には元の文、真ん中の列には今

回改正しようとする文、右側はその理由ということで表にしております。 

・まず、上の表－１の規約を見ていただきますと、前文には平成21年の河

川整備計画云々とうたわれていたんですけれども、今回、令和３年に見

直されたということもありまして、令和３年８月に位置づけられた整備

計画に基づいてするものというような意識でそこの部分を修正したいと

いうことでございます。 

・それから、６条１項の委員の任期というところでございます。これまで

は「委員の任期は１年とする。但し、再任を妨げない。」ということで

運営してまいりましたが、河川レンジャーの任期と照らし合わせますと、

こちらは任命日から翌年度の３月31日ということで２年となっておりま

す。そのため、レンジャーさんと同等の期間とすることで継続的な指導

が望めるのではないかということで、活動の充実を図るということから、
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委員の委嘱の任期につきましても委嘱日から２年間というふうに決めさ

せていただけないかというところでございます。ほかの河川事務所での

こういった委員会の任期も２年というのが多い傾向でございます。 

・それから、表－２は河川レンジャー活動要領の改正でございます。 

・続けて説明させていただきますと、まず、第２条の定義でも平成21年の

河川整備計画という文章があります。ここは、上と同様に、令和３年８

月というふうに変更をしたいということでございます。 

・それから、第５条第１項の河川レンジャーの任命及び解任というところ

で、河川レンジャーの任命基準について、今までは運営委員会の審査を

経て任命されるというだけのものでございましたが、この委員会でも「河

川レンジャー活動の理念・あるべき姿」について議論しておりましたよ

うに、こういったところは必ず遵守していただきたいということから、

ここに(２)の部分を追加したいということでございます。 

・また、河川レンジャーの年齢制限というところで、これまで要領、規約

ともに特に記述がなかったんですけれども、ホームページや案内のチラ

シには「年齢が満20歳以上」と書いたものがございますので、ここにも

年齢を記載したいと。ただ、その20歳というのも、民法の改正で成人年

齢が18歳に引き下げられておりますので、河川レンジャーも18歳以上で

なれるよということで「成年であること」という文言を追加してはどう

かというところでございます。 

・以上の点を規約と活動要領の改正というところでご審議いただきたいと

思っております。 

・３ページ目以降はそれらを反映したとしての規約と活動要領の全体にな

っておりますので、参考までに見ていただきながら、ご議論、意見交換

いただきたいと思います。よろしくお願いします。 

中谷 ・説明ありがとうございました。 

・ただいま説明のとおり、整備計画が変更されておりますので、妥当なと

ころかなというふうに思います。 

・あと、任期についてもレンジャーさんの任期と合わせていく方向。また、

年度替わりとか計画の承認をするとか、そういう微妙な時期もあります

ので、いい方向に変わるのではないかというふうにも思います。 

・今の改正の件について、委員の皆様から質問、ご意見等ありますでしょ

うか。 

・はい、平山委員、どうぞ。 

平山 ・１点だけ。年齢制限について気になるんですけれども、これは成年以上

でないと謝金などを支払えないということなのか、それを制限しないと

いう余地もあるのかをまず確認させていただけますか。 

中谷 ・そこは明確に決まってはないですよね、たしか。 
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△安田 ・そうですね。謝金自体につきましては、成年か未成年かという部分で何

か制限があるというルール自体は特にございません。 

・これまで「満20歳」と書いていた考え方としては、未成年ではなくて成

年を対象にしているという事務局としての理解ではあるんですけれど

も、未成年なので謝金が支払えないということを理由にして「成年」と

書いているわけでは特段ございません。なので、そこの「成年である」

に加えて未成年も含むということについては余地のある部分ではござい

ます。 

平山 ・分かりました。 

・もう一点。淀川とか、ほかの河川レンジャーはそういうふうに年齢制限

をされていますか。 

△安田 ・すいません。ちょっと確認不足で私が十分把握できていないので、そこ

に関しては、ほかの各事務所も――こちらも淀川、猪名川、木津川の任

期を例として挙げているんですけれども、それぞれ各事務所で少し個性

がございますので、もしかしたら未成年に対しても河川レンジャーを任

せている事務所もあろうかとは思いますので、そこは宿題にさせていた

だいて、後日、結果を報告して委員の皆様に共有させていただきたいと

思います。 

平山 ・分かりました。 

・私個人的には、制限はあまりしないほうが基本的にはいいんじゃないか

なというふうに思っています。例えば、地域の高校生でそういう活動を

したいという人が出てきたときに「制度上、できないんですよ」という

ふうになるのは残念かなと思いますので、特段理由がないのであれば、

そこは制限しない方向でどうかなと思います。難しければ、今日決定し

なくて保留にするというのもありかなと思いますが、ほかの皆様の意見

をお伺いしたいです。 

中谷 ・ただいま指摘がありましたが、確かに高校生で魚の絵を描いて活躍して

いるというような人がいたりするので、ほかの事務所の例も調べていた

だいて。たちまち実態として次の委員会までにそういう方が多くなった

りしたら、またそのときの議論ということになろうかと思うんですが、

そういうところを調査していただいて、その上で決定するということに

させていただいてよろしいですかね。 

平山 ・はい、いいです。 

中谷 ・はい、若公委員、どうぞ。 

若公 ・河川事務所として特段こだわりがあるポイントじゃないので、基本的に

は、今、委員長がおまとめいただいた方向でさせていただきます。 

・逆に、ホームページに年齢を満20歳以上としていた根拠というか、理由

というのが、もう分からんものは分からんということであれかもしれま
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せんけど、ちょっと気になるところです。 

・それから、委員長おっしゃったとおり、最近は本当に高校生とか、何な

らもっと下の中学生とかが物すごい多才で、いろんな発信もされている

ので、そういった可能性を摘み取りたいとは全く思ってはいません。た

だ一方で、レンジャーというのが、自らプレーヤーというよりは、一歩

引いてつなげていくみたいな役割というふうになったときに、そういう

ことを理解した上で入っていただくというのが――必ずしも未成年の方

が適当じゃないとは思ってないですけど、その辺がもしかしたら20歳と

いうところに込められているのかなというのをちょっと思ったりもして

いますので、事務局のほうでいろいろ調べさせていただいて、また必要

であれば、大分先になりますけれども、次回お諮りさせていただきたい

と思います。その辺でもし何か知っていることがあれば、我々行政はこ

ろころ替わっていきますが、長くお務めいただいている委員の方もいら

っしゃるので、逆にご教示いただきたいなというふうに思っております。 

中谷 ・はい、ありがとうございます。 

北井 ・もう一点だけ出しておいてもいいですか。 

中谷 ・はい、北井委員、どうぞ。 

北井 ・今のに関連してですけど、河川レンジャーを任命するときに、単独行動

をするというか、お一人で行動されることが多いこともあって、安全面

どうこうというのが時々議論になることがあるんですね。そういう面も

踏まえて成年の想定があったのかもしれないなとは思うんですけど、根

拠として知っているわけではないです。今までそういうことも意識して

任命のときの議論が起きたことがあったなということでちょっと挙げて

おきます。 

・もう一つ、トライアルの話もちょっと出ていたので。成年どうこうをこ

この活動要領で変えるようだったら、トライアルのほうも、拡大してや

っていただけるように間口を広くしておくという想定で、連動して変え

られたほうがいいかなと思います。トライアルのほうがもしかしたら向

いているのかもしれないですけど、その辺りも規約改正とか活動要領改

正のタイミングに合わせて整理できたらいいのではと思いました。 

中谷 ・ご指摘ありがとうございました。 

・そうしましたら、ただいま出た意見を踏まえまして、まずは調査をして

いただき、その上でまた決めるべきところは決めていくと。 

・はい、若公委員、どうぞ。 

若公 ・そうしますと、本日時点での結論としては、この「成年であること。」

というのはペンディングにしていただくと。まあ、ホームページの掲載

をいきなり落とすのも微妙なので、取りあえず現状維持させていただい

て、次回またお諮りするという形にさせていただきたいと思います。 
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中谷 ・では、事務局、そのように扱っていただきますようによろしくお願いい

たします。 

△中西 ・はい、ありがとうございました。 

 

(太字：決定事項,Ｒ印：河川レンジャー,Ｍ印：レンジャーマネージャー,○印：一般傍聴者,△印：事務局) 

審議項目 発言者 発言要旨(発言順) 

５．その他 

(1)傍聴者か

らのご意見 

中谷 ・では、審議事項の議事が終わりましたので「その他」のところですが、

傍聴の方がおられましたら。いかがでしょうか。 

△中西 ・本日、委員、事務局以外の参加者は河川レンジャー４名ということで、

傍聴の方はいらっしゃいません。 

中谷 ・せっかくの機会ですので、「これだけは言っていこう」みたいなことが

ありましたらお伺いいたしますが、よろしいですか。 

・では、ないようですので、私の役目はここまでとさせていただきます。

事務局、後はよろしくお願いいたします。 

 

(太字：決定事項,Ｒ印：河川レンジャー,Ｍ印：レンジャーマネージャー,○印：一般傍聴者,△印：事務局) 

審議項目 発言者 発言要旨(発言順) 

６．閉会 △中西 ・長時間にわたりまして、ご審議ありがとうございました。以上をもちま

して、第70回河川レンジャー制度運営委員会を閉じさせていただきます。 

・次回委員会は２月下旬頃を予定しておりますので、また改めて日程調整

をさせていただきます。 

・本日はどうもありがとうございました。 

 


